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平均 SD 平均 SD 平均 SD
自分の意見や考えを述べることができたか 4.23 0.94 4.00 1.00 4.47 0.83 1.39
他のメンバーの意見や考えを聞くことができたか 4.57 0.77 4.33 0.90 4.80 0.56 1.70＊


















２ 生活班を決める話合い 一斉前向き型・ペア司会の手順の提示 ⑤⑦





５ 学級の課題を出し、解決策を考える話合い 小グループ付箋 ①②③⑥
発展期６ ９月 より良いクラスにするための３つの宣言を考える話合い ワールド・カフェ方式 ⑧⑪
７ 10月 班ごとに課題を解いていく話合い（授業①） 小グループ課題解決型 ④⑨⑫
８ 11月 行動目標を決める話合い（授業②） ワールドカフェ方式 ⑧⑩⑪⑫
表３　生徒のスキルと学級の認知についての質問紙調査結果
４月 ７月 11月
平均 SD 平均 SD 平均 SD Ｆ
①～⑧（個人のスキル）合計 33.42 4.31 35.38 3.14 37.12 3.91 8.029＊＊
⑨～⑬（学級の認知）合計 19.00 4.60 20.38 3.53 21.80 3.63 4.791＊
① クラスで課題に取り組む時、周りの人と協力することが大
切であると思う
4.62 .496 4.85 .368 4.88 .440 2.891＋
② 自分の考えを深めるためには、友達の考えを聞くことが大
事だと思う
4.46 .761 4.85 .368 4.92 .277 5.940＊＊
③ みんなで協力している時は、自分の意見を言うことが大事
であると思う
4.42 .703 4.46 .582 4.88 .440 6.488＊＊
④ 友達と協力することで、困難なことも解決しやすくなると
思う
4.46 .582 4.73 .452 4.76 .663 2.214
⑤ 友達と作業や仕事をする時に、どのようにしたらうまくい
くか分かる
3.58 .945 3.81 .849 4.28 .980 5.098＊＊
⑥ 班やクラスでの活動をする時に、友達の意見を聞きながら
できる
3.96 .824 4.38 .804 4.60 .645 5.929＊＊
⑦ 自分の考えを、全体や班での話し合いの場で言うことがあ
る
3.88 1.071 3.88 .816 4.28 .891 2.471＋
⑧ 班活動などでものごとを進める時は、友達と協力して進め
ようとしている
4.04 .774 4.42 .758 4.52 .653 3.866＊
⑨ このクラスは、クラスの人が協力してものごとに取り組ん
でいる
4.12 .993 4.35 .977 4.52 .918 1.972
⑩ このクラスは、クラスの人の意見や考えを聞こうとする姿
勢ができている
3.77 1.032 3.85 .881 4.48 .714 5.945＊＊
⑪ このクラスは、自分の意見を言える人が多い 3.58 1.206 4.00 .800 4.32 .748 4.405＊
⑫ このクラスは、みんなで考えるべきことは、みんなで協力
して解決している
3.92 1.164 4.19 .981 4.44 .870 2.702＋
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